
平成２４年度 社会人のための「知的財産権公開講座」について 
 

～ 知的財産を知って経営戦略に活かしてみませんか ～ 
 
 
１ 趣旨（開講にあたって） 

『我が国における｢知的財産立国｣を目指した取り組みに基づき，東北地域における産業界

への支援策として，産・学・官が協力して知的財産に関する専門知識を共有・伝達する

ことにより，大学と地域社会との交流及び地域産業・経済の活性化に寄与するため。』 

 日本大学工学部では以上の趣旨に基づき平成 15 年度から「知的財産権公開講座」を開講 
しています。特許とは？といった知的財産の基礎から，明細書の書き方，技術移転といっ 
た実務までを一貫し，第一線で活躍中の講師をお迎えしています。 
 是非この機会にご参加いただきますようご案内申し上げます。 
 
 
２ 開催日時 

平成 24 年 9 月 26 日(水) ～ 平成 25 年 1 月 23 日(水) 

水曜日 3 校時（全 15 講座） 13:00～14:30 

ただし，第４回及び第５回は，10 月 20 日(土)9:00～12:10 に行います。 

 

３ 開催場所 

日本大学工学部  70 号館１階  7014 教室 

 

４ 開催スケジュール及び講義内容（全講座  受講無料） 
No 開催日 講 義 題 目 講  義  内  容 講  師 

I 知的財産について知る 
１ 9/26 知的財産権とは 

－知的財産権の 
いろいろ－ 

知的財産権の種類とその内容を概観する。 
特許権・著作権などについて述べる。 
歴史的背景についても述べる。 

弁理士 
福村 直樹氏 

２ 10/3 特許とは① 
－特許の概要・要件－ 

特許について述べる。特許の概要および特

許の要件について述べる。 
 

弁理士 
水野 博文氏 

３ 10/10 特許とは② 
－出願から権利化 
まで－ 

特許出願から権利化までにプロセスについ

て述べる。 
弁理士 
水野 博文氏 

４ 10/20 
１限※ 

明細書の書き方① 
 

特許出願明細書の書き方について述べる。 弁理士 
田村   爾氏 

５ 10/20 
２限※ 

明細書の書き方② 
 
 

特許出願明細書の書き方について述べる

（続）。請求項や明細書の書き方などにつ

いて演習する。 

弁理士 
田村   爾氏 
 

６ 11/7 特許情報検索 
－IPDL の使い方－ 

 

IPDL を利用した特許情報の検索方法につ

いて述べる。 
弁理士 
福村 直樹氏 



７ 11/14 特許戦略と特許情報 
 
 
 

特許戦略の意義と特許情報の活用について

述べる。特に，生きた知財戦略事例－アイ

ジー工業株式会社の場合－について具体例

をあげて述べる。 

知的戦略研究所

所長  
滝口 英喜氏 

II 産業競争力と知的財産 
８ 11/21 知的財産を巡る政府の

取組み 
－知的財産立国を 
目指して－ 

政府の知的財産政策（知的財産基本法・知

的財産推進計画など）について述べる。ま

た，大学における知的財産の活用について

述べる。 

特許庁総務部 
知的財産活用 
企画調整官  

河合 弘明氏 
９ 11/28 産学連携 

 
 

産学連携のあり方，進め方，取り組む上で

の留意事項について述べる。また，産業界

の立場，大学の立場を踏まえた連携のあり

方についても述べる。 

会津大学 
産学ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｾ

ﾝﾀｰ特任教授 
本杉 常治氏 

10 12/5 日本大学における知的

財産の取組み 
日本大学産官学連携知財センター(NUBIC)
の機能と役割について述べる。 
 

 NUBIC 
副センター長 

金澤 良弘氏 
11 12/12 研究開発と特許 

－職務発明と活用－ 
 

職務発明とその活用について，研究開発に

おける特許（職務発明）の実例をあげて述

べる。発明の報酬についても述べる。 

弁理士 
水野 博文氏 
 

12 12/19 技術移転 
 
 

技術移転の意義及び技術移転の進め方につ

いて実例を示して述べる。 
知的財産アドバ 
イザー 
相澤 正彬氏 

Ⅲ 産業財産権と知的財産権の保護（案） 
13 1/9 産業財産権とは 意匠・商標および著作権について述べる。 弁理士 

水野 博文氏 
 

14 1/16 知的財産権の保護 海外における知的財産権侵害の保護につい

て述べる。 
JETRO 知的財

産ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 
 服部 正明氏 

15 1/23 知的財産の重要性 
－総括－ 

全１４回を総括し課題を与える。 日本大学工学部 
大学院担当 
清水 誠二氏 

 
５ 受講申し込み方法 

 市民の皆様が受講（聴講）される場合には事前の申し込みが必要です。 

受講を希望される方は，必要事項をご記入の上，ＦＡＸでお送りください。 

(1) 受講希望日・郵便番号・住所・氏名・電話番号・会社名（所属・役職）を明記して

ください。 

  (2) 申し込みは各講座の 2日前までにお願いします。 

     ＦＡＸ送付先 ： ０２４－９５６－８８８８ 

※ ご記入いただいた内容については、今回の公開講座に関する手続にのみ使用いたしま

す。 

 

６ お問い合わせ先 

 日本大学工学部 教務課 「知的財産権公開講座」係 
  ＴＥＬ ： ０２４－９５６－８６２３ 

  ＦＡＸ ： ０２４－９５６－８８８８ 


